
平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

14,646 6 未把握 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 団 体 ） （ 人 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 15,910 6 未把握

上乗 □ （ 人 ） （ 団 体 ） （ 人 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 15,926 11 未把握

□ （ 人 ） （ 団 体 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

1 3 0 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長　岡野知子 （ ） （ 回 ） （ 回 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 1 2 0

上乗 □ （ ） （ 回 ） （ 回 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 1 3 1

□ （ ） （ 回 ） （ 回 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

4 330 4 必要性 4 有効性 3 達成度 2 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 2 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 館 ） （ 回 ） （ 館 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 4 331 4

上乗 □ （ 館 ） （ 回 ） （ 館 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 4 327 4

□ （ 館 ） （ 回 ） （ 館 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

1 2 666 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 台 ） （ 回 ） （ 回 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 1 2 496

上乗 □ （ 台 ） （ 回 ） （ 回 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 1 1 427

□ （ 台 ） （ 回 ） （ 回 ）

360

図書館車両管理事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）東久留米市立図書
館条例

373 82 455 373

手段
・

内容

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性
現状維持

説明欄：図書館文書交換事務事業に利用す
る公用車の管理。
文書交換について24年度より平日運行回数
を増加しており、消耗はより大きくなって
いる（参考：平成14年度登録、走行距離約
8万km）。引き続き管理を行っていく。

説明欄：図書館文書交換事務事業に利用す
る公用車の管理。
文書交換について24年度より平日運行回数
を増加しており、消耗はより大きくなって
いる（参考：平成14年度登録、走行距離約
8万km）。引き続き管理を行っていく。

253

対象 業務用連絡車

車両数
車検、点検、修
繕の回数

効率的な図書館業務の遂行

316

38,488 17,086

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-04

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

図書館施設維持管理
事業

75 391 316

その他（　　　　　　　　　　　　　）

253 107

意図

運行回数

25年度以
降方向性

車検・点検・保険・燃料費

43,714 24,450

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図
・利用者及び職員の安全・安心の
　確保
・快適に利用できる施設の管理 17,086 21,402

全額補助 一部補助有 市全額

24,450 19,264

手段
・

内容

・年間の維持管理委託契約
・築30年超の中央図書館施設修繕

36,572
説明欄：築３０数年になる中央図書館につ
いて、経年劣化が著しく、常態的に設備の
不良・故障等が発生しているため、年々業
務規模は拡大している。
長期的には全体にわたる大規模な改修が必
要。耐震診断は建物の躯体・一般開放の区
域はクリア。外壁全体及び職員等が利用し
ている部分２カ所に内壁補強の必要があ
り、２６年度までの対応は必須。

25年度以
降方向性

会議の開催

645

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例

19,747 56,319 36,572

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性
努力義務的

対象 市内図書館施設

施設数
日常清掃・修繕
の回数

適切に管理さ
れている施設
数

13-02-03

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的

図書館協議会運営事
業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営に
関する望ましい基準（文部科学省告
示）、東久留米市立図書館協議会設置条
例

243 395 638 243

手段
・

内容

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性
現状維持

説明欄：館長の諮問機関として、市民が参
加している協議会であり、市民意見・市民
ニーズを図書館サービスに反映させるため
に継続していく。

説明欄：館長の諮問機関として、市民が参
加している協議会であり、市民意見・市民
ニーズを図書館サービスに反映させるため
に継続していく。

243

対象 図書館協議会

図書館協議会 会議開催数

東久留米市立図書館の運営(指定管理
者制度導入を含む)について意見など
を出してもらい、図書館のサービス
向上を図る 243

497 100

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-02

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

東久留米地域文庫親
子読書連絡会支援事
業

13-02-01

図書館
業務係

446 689 243

その他（　　　　　　　　　　　　　）

243 402

意図

提言数・答申
数

説明欄：

事業
形態

直営（委託無）

意図
１．多様な活動が実施できる。
２．広く地域の子どもや親が読書に
    親しむようになってもらう。 100 397

全額補助 一部補助有 市全額

100 358

手段
・

内容
補助金の交付

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民（主に幼児、児童、生徒）

市民数（0歳～
15歳）

東久留米地域文
庫親子読書連絡
会構成団体等数

参加者数

25年度以
降方向性

説明欄：地域の読書活動、読書環境を醸成
していくのは図書館の役割であり、この目
標を達成するための事業として、一端を
担っている団体への助成は現状維持が望ま
しい。
ただ、今後は東久留米市子ども読書活動推
進計画の策定や補助金適正化の状況を踏ま
え、自主的活動を行う人材を育成する方向
にシフトしていくことへの検討・対応を要
する。

説明欄：地域の読書活動、読書環境を醸成
していくのは図書館の役割であり、この目
標を達成するための事業として、一端を
担っている団体への助成は現状維持が望ま
しい。
ただ、今後は東久留米市子ども読書活動推
進計画の策定や補助金適正化の状況を踏ま
え、自主的活動を行う人材を育成する方向
にシフトしていくことへの検討・対応を要
する。

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

458 100

市独自上乗せ（上乗・横出）

429 100

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

縮小

説明欄：築３０数年になる中央図書館につ
いて、経年劣化が著しく、常態的に設備の
不良・故障等が発生しているため、年々業
務規模は拡大している。
長期的には全体にわたる大規模な改修が必
要。耐震診断は建物の躯体・一般開放の区
域はクリア。外壁全体及び職員等が利用し
ている部分２カ所に内壁補強の必要があ
り、２６年度までの対応は必須。

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

現状維持
26年度以
降方向性

縮小
説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例、東久留米市子ども読書活動推
進計画

100 329

東久留米市



平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

359 2,256 857,736 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 日 ） （ 箇 所 ） （ 点 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 359 2,061 872,150

上乗 □ （ 日 ） （ 箇 所 ） （ 点 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 359 2,200 922,884

□ （ 日 ） （ 箇 所 ） （ 点 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

115,840 35,166 852,472 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

図書館長  岡野知子 （ 人 ） （ 人 ） （ 点 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 35,083 867,154

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ 点 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 114,772 37,855 914,639

□ （ 人 ） （ 人 ） （ 点 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

115,840 20,000 50 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 0 0

上乗 □ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,772 20,000 100

□ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

14,646 593 5,585 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 14,610 480 5,993

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 15,926 545 6,293

□ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

12,565

子ども読書活動推進
事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例、東久留米市子ども読書活動推
進計画

3,617 9,758 13,375 3,617

手段
・

内容

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性
現状維持

説明欄：幼児期の読書体験は、その後の読
書活動の礎となる重要な要素である。この
時期に豊かな読書体験ができるよう、子ど
も向け・子どもにかかわる大人向けの事業
の展開が必要。また第２次子ども読書活動
推進計画を立案する。

説明欄：幼児期の読書体験は、その後の読
書活動の礎となる重要な要素である。この
時期に豊かな読書体験ができるよう、子ど
も向け・子どもにかかわる大人向けの事業
の展開が必要。また第２次子ども読書活動
推進計画を立案する。

3,200

対象 市民（主に幼児、児童、生徒）

市民数（0歳～
１５歳）

事業実施回数

幼児、児童、生徒が読書にしたし
み、健やかに成長する。図書館の利
用を促し、生涯学習の基礎を養う。 3,338

357 0

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-08

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

図書館広報事業

10,404 13,742 3,338

その他（　　　　　　　　　　　　　）

3,200 9,365

意図

延べ参加者数

25年度以
降方向性

「東久留米市子ども読書活動推進計
画」にもとづき、児童向けの読書関
連事業、保護者や大人むけの啓発事
業を行う。

ガイドブック
配布率

139 0

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図
広域行政圏内図書館のサービスの向
上・情報提供

0 357

全額補助 一部補助有 市全額

0 139

手段
・

内容

多摩六都・図書館ガイドブックの作
成・図書館ニュースの作成・広域行
政圏ホームページ内関係ページの管
理（圏内図書館の協働による）

225,563

縮小
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営に
関する望ましい基準（文部科学省告
示）、東久留米市立図書館条例 253 165 418 253

25年度以
降方向性

縮小
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性

説明欄：六都の広域利用については今後も
継続していく。25年度は、各市の図書館運
営状況の変化を加味し、見直しを行ったガ
イドブックを発行予定。また、10月以降
は、現在持ち回りで実施しているホーム
ページの管理業務を当市で行う。

説明欄：六都の広域利用については今後も
継続していく。25年度は、各市の図書館運
営状況の変化を加味し、見直しを行ったガ
イドブックを発行予定。また、10月以降
は、現在持ち回りで実施しているホーム
ページの管理業務を当市で行う。

努力義務的

対象 市民全般

市民数 発行部数13-02-07

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的

図書館資料・情報の
提供事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

26年度以
降方向性

アウトソー
シング

説明欄：行財政改革ア
クションプラン１
（１）民間活力の活用図書館法、子どもの読書活動の推進に関

する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、学習指導要領、
東久留米市立図書館条例

86,758 129,591 216,349 86,758

手段
・

内容

アウトソー
シング

26年度以
降方向性

アウトソー
シング

説明欄： 25年度以
降方向性

アウトソー
シング

説明欄：平成２５年４月１日より全館でさ
らに開館時間を延長する。地区館３館が指
定管理業者に委託されるが、中央館は当面
現状を維持して図書館機能の強化を図る。

説明欄：平成２５年４月１日より全館でさ
らに開館時間を延長する。地区館３館が指
定管理業者に委託されるが、中央館は当面
現状を維持して図書館機能の強化を図る。

85,104

対象 市民全般

市民数 登録者数

市民の知る権利を保障する。多様な
資料を用意し、生涯学習を支援す
る。地域資料・情報を整備し町の歴
史として保存・提供し地域活動に寄
与する。

83,450

2,774 1,287

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-06

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

図書館文書交換事務
事業

155,580 239,030 83,450

その他（　　　　　　　　　　　　　）

85,104 140,459

意図

総貸出点数

25年度以
降方向性

図書館資料（図書、雑誌、視聴覚資
料等）、情報（インターネット情報
等）の提供。そのための資料・情報
の収集、整理、保存。利用者情報の
管理と図書館システムの運用。調
査、相談業務。

総 貸 出 点 数
（団体貸出含
む） 2,627 1,288

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図
利用者の利便性の確保
学校教育支援
障害者サービス 1,287 1,487

全額補助 一部補助有 市全額

1,288 1,339

手段
・

内容

返却本の回収・配送、
本庁交換便、
団体貸出図書配送・回収、
郵便物投函　等

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：施設関連経費
の縮減

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営に関する望ましい基
準（文部科学省告示）、東久留米市立図
書館条例

1,905 1,339 3,244 1,905

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性

説明欄：24年度より午後便増発により運行
回数増加。年末年始を除く開館日に２回、
休館日に1回、市内図書館・ブックポスト
を巡回している。図書館間の物流のために
不可欠。利用者の利便性の向上や学校図書
館支援事業、ハンディキャップサービスの
宅配事業にも不可欠。

説明欄：24年度より午後便増発により運行
回数増加。年末年始を除く開館日に２回、
休館日に1回、市内図書館・ブックポスト
を巡回している。図書館間の物流のために
不可欠。利用者の利便性の向上や学校図書
館支援事業、ハンディキャップサービスの
宅配事業にも不可欠。

努力義務的

対象
各図書館・駅ポスト、本庁、学校、
郵便局　等

運行した日数 運行箇所13-02-05

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的

東久留米市



平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

115,840 16,804 87 必要性 3 有効性 4 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 4 達成度 3 効率性 2

図書館長 岡野知子 （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 12,178 67

上乗 □ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,772 15,862 83

□ （ 人 ） （ 冊 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

1 40 90 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 1 40 90

上乗 □ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 1 45 90

■ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

23 3,933 23 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 校 ） （ 冊 ） （ 校 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 24 1,012 24

上乗 □ （ 校 ） （ 冊 ） （ 校 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 24 4,449 24

□ （ 校 ） （ 冊 ） （ 校 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

1 32 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

図書館長
岡野　知子

（ 団 体 ） （ 点 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 1 32 100

上乗 □ （ 団 体 ） （ 点 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 1 35 100

■ （ 団 体 ） （ 点 ） （ ％ ）

140

日本図書館協会参画
事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営上
の望ましい基準（文部科学省告示）、東
久留米市立図書館条例 50 90 140 50

手段
・

内容

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性
現状維持

説明欄：日本の図書館を代表する総合的な
全国組織として、図書館の成長・発展に寄
与する活動を展開している。
さまざまな種類の図書館（公共図書館、大
学図書館、学校図書館、専門図書館、公民
館図書室、国立国会図書館、その他の読書
施設、情報提供施設）の進歩発展を図る事
業を行うことにより、人々の読書や情報資
料の利用を支援する。

説明欄：日本の図書館を代表する総合的な
全国組織として、図書館の成長・発展に寄
与する活動を展開している。
さまざまな種類の図書館（公共図書館、大
学図書館、学校図書館、専門図書館、公民
館図書室、国立国会図書館、その他の読書
施設、情報提供施設）の進歩発展を図る事
業を行うことにより、人々の読書や情報資
料の利用を支援する。

50

対象 日本図書館協会

日本図書館協
会

施設会員配布資
料

全国の図書館等の連絡提携のもと
に、図書館事業の進捗発展及び図書
館職員の能力・知識の向上を図る。 50

3,116 2,402

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-12

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

学校図書館支援事業

100 150 50

その他（　　負担金　　　　　　）

50 90

意図

配布資料活用
割合

25年度以
降方向性

・負担金の支出・協会が実施する研
修会・研究会への参加
・「図書館雑誌」等図書館運営及び
図書サービスを提供していくうえで
指針となる資料の配布を受ける。

市立図書館を
利用した学校
数 3,328 2,659

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図

学校図書館の整備がすすみ、各学校
で多様な読書活動、学習が展開さ
れ、児童・生徒の学力や生きる力が
向上する。 2,402 714

全額補助 一部補助有 市全額

2,659 669

手段
・

内容

学校教育での調べ学習や読書活動を
援助するため、資料の団体貸出を行
う。学校図書館整備や子ども読書活
動の推進のために、図書館のノウハ
ウを提供し、支援する。また活動を
助けるボランティアの育成を行う。

901

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、子どもの読書活動の推進に関
する法律、文字活字文化振興法、学習指
導要領、東久留米市立図書館条例、東久
留米市子ども読書活動推進計画

2,810 329 3,139 2,810

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性

説明欄：学校図書館への支援は図書館業務
のひとつであるが、学校図書館の専任職員
の配置が進めば、現行の支援と質が変わっ
ていくと予想される。技術のノウハウでは
なく、不足する資料の一時的な貸出（団体
貸出）が主な事業となっていく。第２次子
ども読書活動推進計画の策定も求められる

説明欄：学校図書館への支援は図書館業務
のひとつであるが、学校図書館の専任職員
の配置が進めば、現行の支援と質が変わっ
ていくと予想される。技術のノウハウでは
なく、不足する資料の一時的な貸出（団体
貸出）が主な事業となっていく。第２次子
ども読書活動推進計画の策定も求められる

努力義務的

対象 市内の小中学校等

市内の小中学
校数

学校向け団体貸
出冊数

13-02-11

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的

東京都市町村立図書
館長協議会参画事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

図書館法、公立図書館の設置及び運営に
関する望ましい基準（文部科学省告
示）、東久留米市立図書館条例 9 892 901 9

手段
・

内容

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性
現状維持

説明欄：多摩地区の図書館間の様々な連携
をさらに発展させるために必要な、情報交
換や館長の研修などを行うとともに、利用
者の利便性向上のため、さらに連携を強め
て行く。

説明欄：多摩地区の図書館間の様々な連携
をさらに発展させるために必要な、情報交
換や館長の研修などを行うとともに、利用
者の利便性向上のため、さらに連携を強め
て行く。

9

対象 東京都市町村立図書館長協議会

東京都市町村
立図書館長協
議会

図書館長協議会
幹事会、例会、
研究研修会等の
数

市町村立図書館職員のスキルアッ
プ、図書館サービスの向上

9

1,570 495

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-02-10

図書館
業務係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

廃棄図書活用事業

892 901 9

その他（　負担金　　　　　　　）

9 892

意図

例会、研究研
修会に出席で
きた割合

25年度以
降方向性

分担金の支出、例会・研究会への職
員の派遣

提供資料数／
準備資料数

931 485

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

意図
図書館除籍資料の有効活用。ごみの
減量化と処分費用の削減。必要な市
民への資料の提供。 495 1,075

全額補助 一部補助有 市全額

485 446

手段
・

内容

図書館除籍資料（図書・雑誌等）お
よび寄贈資料を、市民に提供する。

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

329 411 740 329

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性

説明欄：資源の再活用としては有用。実施
方法について検討の必要あり。スペースの
確保が課題。

説明欄：資源の再活用としては有用。実施
方法について検討の必要あり。スペースの
確保が課題。

努力義務的

対象 市民

市民数 準備した資料数13-02-09

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的

東久留米市



平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進 基本事業番号・名 13-02 図書館サービスの充実

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

115,840 3 712 必要性 4 有効性 4 達成度 2 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 2 効率性 3

図書館長
      岡野知子

（ 人 ） （タイトル） （ 点 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 24 925

上乗 □ （ 人 ） （タイトル） （ 点 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 114,772 23 640

□ （ 人 ） （タイトル） （ 点 ）

2,746 5,842

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持

8,883 2,641

その他（　　　　　　　　　　　　　）

8,588 2,746

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

意図
視覚障害者の読書および学習を保障
する。様々な障害をもつ市民や高齢
者の課題解決ができる。 2,641 6,242

説明欄：

図書館法、文字活字文化振興法、公立図
書館の設置及び運営上の望ましい基準
（文部科学省告示）、東久留米市立図書
館条例

2,530 5,348 7,878 2,530

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性

説明欄：音訳図書が視覚障害者に限らず、
高齢者や来館困難者に提供できるように
なった。音訳図書のアナログからデジタル
への移行を進めて行く。

説明欄：音訳図書が視覚障害者に限らず、
高齢者や来館困難者に提供できるように
なった。音訳図書のアナログからデジタル
への移行を進めて行く。

努力義務的

対象 図書館利用に障害のある市民

市民数
録音図書の受入
点数

録音図書の貸
出点数

手段
・

内容

録音図書の作成および購入により、
視覚障害者むけ資料を整備する。市
内の視覚障害者に貸出を行う。図書
館間の資料の相互貸借を行う。ま
た、図書館サービスのＰＲを行う。

13-02-13

図書館
図書サービス係

根拠
法令
等

自主的 義務的

図 書 館 ハ ン デ ィ
キャップサービス事
業

全額補助 一部補助有 市全額

事業
形態

東久留米市


